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国立大学法人名古屋大学がスタート
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ごあいさつ

　名古屋大学はこの４月１日から国立大学法人として

新たな第一歩を踏み出しました。この大きな変換の日

に、総長に就任することの責任をとても重く受け止め

ており、身の引き締まる思いです。

　大学は良い人材を育てることと、知の創造の拠点と

なることが基本的使命であると考えており、本学では

平成１２年２月に制定された「名古屋大学学術憲章」で、

本務として「研究と教育の創造的な活動を通じて、世

界屈指の知の創成と将来を担う勇気ある知識人を育成

することによって社会に貢献する」と掲げております。

このような基本目標のもとに、国立大学法人名古屋大

学は、従来以上に、２１世紀の学問の発展、科学技術の

革新、優れた人材の輩出、高度医療などにおいて社会

に貢献できる拠点大学としての活動を進めてまいりた

いと存じます。

　また、国立大学法人となった名古屋大学においては、

これまで以上に大学経営などにおいて総長等執行部の

リーダーシップが問われるわけですが、大学のリー

ダーシップは人材育成と知の創造の重要性を説明し、

構成員や社会に理解していただくよう努めることと思

います。あわせて、大学の存在の基本である知の源は

紛れもなく個々の構成員であり、構成員を生かした組

織としての名古屋大学の新体制を築き上げていくこと

が重要だと思っております。

　最後に、名古屋大学は決して社会と無縁でなく、社

会の一員としての果たすべき大きな役割が求められて

いることは明らかであります。国立大学法人としての

名古屋大学は、教育・研究の他に、立地する地域社会

の文化、政治、経済、産業などさまざまな課題等の解

決や将来の発展に向けて、地域の市民、行政、企業等

と連携を図り、時代に先駆けた提言を行うようますま

す努力を重ねてまいりたいと存じます。

　より一層のご支援をお願い申し上げます。

平成１６年４月

　　国立大学法人名古屋大学総長
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国立大学法人名古屋大学がスタート

　国立大学法人名古屋大学が、４月１日（木）、発足し、

本学は新たな一歩を踏み出しました。法人化の初日は、

これを記念する式典、会議等が多数開催され、慌ただ

しい一日となりました。

　最初に、午前８時３０分から総長応接室において、平野

総長から７名の理事に辞令が交付された後、第１回役

員会が開かれ、初日のスケジュールなどについて話し

合われました。また、豊田講堂第１会議室において、

各理事陪席のもと、平野総長から監事２名、部局長、

学内共同教育研究施設長２１名（継続者２９名除く）、総

長補佐２１名に辞令が交付されました。

　続いて、午前１０時からシンポジオンホールにおいて、

「国立大学法人名古屋大学発足式」が行われ、平野総

長が、役員、部局長、事務局等の幹部職員を前に、国

立大学法人として本学が果たすべき役割や目標につい

て決意を述べた後、平野総長から理事及び監事の紹介

がありました。

　その後、本部１号館玄関前で、約２００名の教職員と

多数の報道関係者を前に、役員と教職員代表（過半数

代表者等委員会委員長）による平野総長揮毫の「国立

大学法人名古屋大学」の看板の除幕が行われました。

　引き続き、国立大学法人名古屋大学発足記者会見が、

本部第２会議室において、平野総長、理事及び監事が

出席して行われました。記者会見では、平野総長が今

後の抱負を述べた後、報道関係者から活発な質問があ

り、国立大学法人となった本学への関心の高さを伺わ

せました。

　午後からは、第２回役員会、第１回、第２回教育研

究評議会、部局長会が開催され、法人化後の諸規程や

中期目標・中期計画等について話し合われました。

　また、午後５時からシンポジオンホール２階ユニ

バーサルクラブにおいて、懇親会が、平野総長、理事、

総長補佐及び事務局部課長の全学運営統括部メンバー

が出席して開催され、多忙だった法人化初日の慰労と

今後の本学の運営を共に担っていくメンバーとの親交

を深めました。
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８：３０　総長から理事に辞令交付（総長応接室）

　　　　第１回役員会（総長応接室）

　　　　　・本日のスケジュールについて

９：００　総長から辞令交付（豊田講堂第１会議室）

　　　　　監事２名、部局長、学内共同教育研究施

設長２１名（継続者２９名除く）、総長補佐

２１名

１０：００　国立大学法人名古屋大学発足式

　　　　（シンポジオンホール）

　　　　　・総長あいさつ

　　　　　・役員の紹介

１０：３０　国立大学法人名古屋大学看板上掲式

　　　　（本部１号館玄関前）

 

《国立大学法人名古屋大学初日のスケジュール》
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１０：４５～１１：１５

　　　　国立大学法人名古屋大学発足記者会見

　　　　（本部第２会議室）

　　　　　・総長あいさつ

　　　　　・役員の紹介

　　　　　・質疑応答

１３：００～１４：３０

　　　　第２回役員会（総長室）

　　　　　・諸規程等の制定について

　　　　　・中期目標・中期計画について

　　　　　・予算の作成等について　etc．

１４：３０　第１回教育研究評議会（総長応接室）

　　　　　・教育研究評議会規程について

１４：４０　部局長会（本部第１会議室）

１５：００～１７：００

　　　　第２回教育研究評議会（本部第１会議室）

　　　　　・理事の任命について

　　　　　・経営協議会委員について

　　　　　・法人化後の諸規程等について

　　　　　・中期目標・中期計画（原案）について　etc．

１７：００～　懇親会（ユニバーサルクラブ）

（４月３日　第１回経営協議会）
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第１回経営協議会が開催される
－　本学の経営に関し大所高所から意見を伺う　－

　第１回経営協議会が、４月３日（土）、名古屋市内

のホテルを会場として開催されました。

　経営協議会は、国立大学法人名古屋大学の経営に関

する重要事項を審議する機関として設置されたもので、

学外委員９名、学内委員９名で構成されています。

　主な審議事項は、①中期目標についての意見に関す

る事項のうち、本法人の経営に関するもの、②中期計

画及び年度計画に関する事項のうち、本法人の経営に

関するもの、③学則（本学の経営に関する部分に限る）、

会計規程、役員に対する報酬及び退職手当の支給の基

準、職員の給与及び退職手当の支給の基準その他の経

営に係る重要な規則の制定又は改廃に関する事項等と

なっています。

　当日は、報道機関が取材に訪れるなか、平野総長か

ら各委員に辞令が手渡された後、会議がはじまり、平野

総長のあいさつ、千葉総務企画部長から本経営協議会

の設置の趣旨及び各委員の紹介がありました。その後、

それぞれの議題に沿って議事が進行され、中期目標・

中期計画等の各議題について、大所高所から貴重な意

見が多数述べられました。

　協議会終了後に開催された懇親会では、総長から各

委員にお礼と本学の経営に関する協力の要請が述べら

れました。

〈議　題〉

　１．理事の任命について

　２．中期目標・中期計画について

　３．学則等の制定について

　４．予算の作成等について

　５．業務方法書について

　６．会計監査人候補者について

　７．取引銀行について

　８．損害保険について

　９．平成１７年度概算要求スケジュールについて

　１０．今後の開催予定について

　１１．その他

▲経営協議会委員に辞令を交付する平野総長 ▲協議会の様子
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国立大学法人名古屋大学の運営組織



８

国立大学法人名古屋大学
役員・経営協議会委員・教育研究評議会評議員一覧

����������
・総長 平野　眞一
・理事 山下　廣順
・理事 若尾　祐司
・理事 山本　進一
・大学院文学研究科長 神尾美津雄
・大学院教育発達科学研究科長 村上　　隆
・大学院法学研究科長 佐分　晴夫
・大学院経済学研究科長 北原　　淳
・情報文化学部長 八田　武志
・大学院理学研究科長 大峯　　巌
・大学院医学系研究科長 杉浦　康夫
・大学院工学研究科長 澤木　宣彦
・大学院生命農学研究科長 松田　　幹
・大学院国際開発研究科長 中西　久枝
・大学院多元数理科学研究科長 浪川　幸彦
・大学院国際言語文化研究科長 近藤　健二
・大学院環境学研究科長 黒田　達朗
・大学院情報科学研究科長 阿草　清滋
・環境医学研究所長 児玉　逸雄
・太陽地球環境研究所長 上出　洋介
・附属図書館長 伊藤　義人
・医学部附属病院長 井口　昭久

・総合保健体育科学センター長 島岡　　清　　
・エコトピア科学研究機構長 松井　恒雄　　
・大学院文学研究科 江村　治樹　　
・大学院教育発達科学研究科 寺田　盛紀　　
・大学院法学研究科 和田　　肇　　
・大学院経済学研究科 友杉　芳正　　
・大学院理学研究科 佐藤　正俊　　
・大学院医学系研究科 高橋　雅英　　
・大学院工学研究科 宮田　隆司　　
・大学院生命農学研究科 小林　迪弘　　
・大学院国際開発研究科 櫻井　龍彦　　
・大学院多元数理科学研究科 金銅　誠之　　
・大学院国際言語文化研究科 吉村　正和　　
・大学院環境学研究科 林　　良嗣　　
・大学院情報科学研究科 井原　俊輔　　
・教育研究共同施設連合選出 末松　良一　　
・教育研究共同施設連合選出 巽　　和行　　
・評議会選出 浅井　滋生　　
・評議会選出 河野　正憲　　
・評議会選出 近藤　孝男　　
・評議会選出 本城　秀次　　

��
総長 平野　眞一
理事（総務関係担当）・副総長 山下　廣順
理事（病院・環境安全関係担当）・副総長  中島　　泉
理事（人事・労務関係担当）・副総長 森　　英樹
理事（教育・施設マネージメント関係担当）・副総長 若尾　祐司

理事（研究・国際交流関係担当）・副総長 山本　進一　　　
理事（財務関係担当）・事務局長 渡橋　正博　　　
理事（法務関係担当） 林　　光佑※（学外）

監事 木村　洋一　（学外）

監事 湯本　秀之※（学外）

 ※印は非常勤

�������
◇学外委員
・（独）農林漁業信用基金副理事長 加藤　鐵夫
・名城大学学長 兼松　　顕
・長浜バイオ大学バイオサイエンス学部長 郷　　通子
・（財）長寿科学振興財団理事長 小林　秀資
・トヨタ自動車（株）取締役副社長 齋藤　明彦
・東レ（株）取締役社長 榊原　定征
・日本ガイシ（株）代表取締役会長 柴田　昌治
・中日新聞社常務取締役 角田　牛夫
・伊藤忠商事（株）取締役社長 丹羽宇一郎

 （五十音順）　

◇学内委員
・総長 平野　眞一　　
・理事・副総長 山下　廣順　　
・理事・副総長 中島　　泉　　
・理事・副総長 森　　英樹　　
・理事・副総長 若尾　祐司　　
・理事・副総長 山本　進一　　
・理事・事務局長 渡橋　正博　　
・医学部附属病院長 井口　昭久　　
・附属図書館長 伊藤　義人　　
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理事・総長補佐の職務担当

総　長　補　佐理　　事

松下　裕秀（大学院工学研究科）　　　　　　目標・評価担当総務関係担当

　山下　廣順　副総長 市橋　克哉（大学院法学研究科）　　　　　　法人化担当

坂部　俊樹（大学院情報科学研究科）　　　　広報・情報担当

千葉　秀夫（総務企画部長）　　　　　　　　組織・運営担当

祖父江　元（大学院医学系研究科）　　　　　鶴舞地区担当病院・環境安全関係担当

　中島　　泉　副総長 中村　正秋（大学院工学研究科）　　　　　　労働安全担当

金井　篤子（大学院教育発達科学研究科）　　男女共同参画担当人事・労務関係担当

　森　　英樹　副総長 竹中　千里（大学院生命農学研究科）　　　　人権担当

山本　一良（大学院工学研究科）　　　　　　教養教育担当教育・施設マネージメント関係担当

　若尾　祐司　副総長 小川　正廣（大学院文学研究科）　　　　　　入試・入試改革担当

谷口　　元（大学院工学研究科）　　　　　　施設整備担当

竹田　美和（大学院工学研究科）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　産学官連携担当
太田美智男（大学院医学系研究科）

研究・国際交流関係担当

　山本　進一　副総長

早川　　操（大学院教育発達科学研究科）　　国際連携担当

戸田山和久（大学院情報科学研究科）　　　　社会連携・社会貢献担当

正畠　宏祐（大学院工学研究科）　　　　　　研究・教育支援担当

藤井　良一（大学院理学研究科）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　研究推進担当
岡本　耕平（大学院環境学研究科）

成瀬　　量（研究協力・国際部長）　　　　　研究協力担当

渡辺　芳人（大学院理学研究科）　　　　　　資源配分担当財務関係担当

　渡橋　正博　事務局長 瀧本　　寛（財務部長）　　　　　　　　　　予算・会計担当

法務関係担当（非常勤）

　林　　光佑（弁護士）
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国立大学法人名古屋大学の組織・機構

名古屋大学　――――　本部
 ――　教養教育院
 ――　高等研究院
 ――　学部　――――――――――――　文学部
  ――　教育学部　―――――――――――――――　附属中学校
   ――　附属高等学校
  ――　法学部
  ――　経済学部
  ――　情報文化学部
  ――　理学部
  ――　医学部　――――――――――――――――　附属病院　―――　大幸医療センター
  ――　工学部
  ――　農学部
 ――　総合保健体育科学センター
 ――　大学院　―――――――――――　文学研究科
  ――　教育発達科学研究科
  ――　法学研究科
  ――　経済学研究科　―――――――――――――　附属国際経済動態研究センター　
  ――　理学研究科　――――――――――――――　附属臨海実験所
  ――　医学系研究科　―――――――――――――　附属動物実験施設
   ――　附属神経疾患・腫瘍分子医学研究センター
  ――　工学研究科
  ――　生命農学研究科　――――――――――――　附属農場
   ――　附属演習林
   ――　附属山地畜産実験実習施設
  ――　国際開発研究科（独立研究科）
  ――　多元数理科学研究科（独立研究科）
  ――　国際言語文化研究科（独立研究科）
  ――　環境学研究科（独立研究科）　―――――――　附属地震火山・防災研究センター
  ――　情報科学研究科（独立研究科）
 ――　附置研究所　―――――――――　環境医学研究所　――――――――――――　附属宇宙医学実験センター
  ――　太陽地球環境研究所　――――――――――　附属ジオスペース研究センター
 ―――――――――――――――――　エコトピア科学研究機構　――――――――　先端技術共同研究センター
   ――　インキュベーション施設
   　　　ベンチャー・ビジネス・ラボラトリー
   ――　情報メディア教育センター
 ――　附属図書館　―――――――――――――――――――――――――――――　医学部分館
   ――　附属図書館研究開発室
 ――　全国共同利用施設　――――――　地球水循環研究センター
  ――　情報連携基盤センター
 ――　学内共同教育研究施設等　―――　アイソトープ総合センター
  ――　遺伝子実験施設 ――　施設計画推進室
  ――　留学生センター ――　大学文書資料室
  ――　物質科学国際研究センター ――　廃棄物処理施設
  ――　高等教育研究センター ――　核燃料管理施設
  ――　農学国際教育協力研究センター ――　評価情報分析室
  ――　年代測定総合研究センター ――　学生相談総合センター
  ――　博物館 ――　セクシュアル・ハラスメント相談所
  ――　発達心理精神科学教育研究センター ――　社会連携推進室
  ――　法政国際教育協力研究センター ――　産学官連携推進本部
  ――　生物機能開発利用研究センター ――　災害対策室
   ――　国際学術コンソーシアム推進室
   ――　男女共同参画室
   ――　情報セキュリティ対策推進室
   ――　留学生相談室
   ――　法務室
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平成１６年度入学式が挙行される

　平成１６年度名古屋大学入学式が、４月５日（木）、豊

田講堂において、挙行されました。午前１０時からの大

学院入学式に続いて、学部入学式が午前１１時１５分から

行われ、会場の豊田講堂は、補助いすを使用しても立

ち見が出るほどの満員となり、隣接するシンポジオン

ホールも会場として使用されました。

　今回の入学式は、国立大学法人名古屋大学となって

始めての入学式で、本学は、新たに、大学院入学生２，３８０

名（博士前期課程１，６４９名、大学院法学研究科専門職

学位課程（法科大学院）８２名、博士後期課程６４９名）

及び学部入学生２，２３６名を迎えました。

　名古屋大学交響楽団による奏楽で始まった式典では、

平野総長が、大学院入学生及び学部入学生に対し、そ

れぞれ辞を述べられました。また、大学院国際言語文

化研究科博士課程前期課程入学生の鈴木宣子さんと農

学部入学生の松原篤史さんが入学生総代として、入学

に当たって、学生としての本分を全うすることを宣誓

しました。

　続いて、来賓として、名古屋大学全学同窓会副会長

の岡田邦彦氏（株式会社松坂屋取締役社長）から祝辞

をいただきました。

　式典終了後には、雲一つない青空の下、豊田講堂前

に詰めかけた学生に、部活やサークルの勧誘を受けた

り、保護者などと晴れやかな表情で記念撮影したりす

る入学生の姿が見られ、入学生は、これからの学生生

活に期待を膨らませているようでした。

　なお、式典の様子は、シンポジオンホール及び豊田

講堂ピロティにおいてライブ中継され、豊田講堂に入

ることが出来なかった学部入学生や保護者らがスク

リーンに映し出される映像を熱心に見つめていました。

　また、この模様は、昨年同様、インターネットでも

ライブ中継されました。映像は、編集され、本学のホー

ムページ（http://www.nagoya-u.ac.jp/）でも視聴でき

ます。

■平成１６年度入学式
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総長の辞（平成１６年度大学院入学式）

平　野　眞　一

　名古屋大学大学院に入学された皆さん、ご入学おめ

でとうございます。名古屋大学を代表して、皆さんの

ご入学を心から祝福し、歓迎します。

　名古屋大学大学院は、本日ここに、博士前期課程

１，６４９名、法学研究科専門職学位課程（法科大学院）

８２名、後期課程に６４９名、合計２，３８０名の入学生を迎え

ました。

　皆さんは、本日から、それぞれが大学院生として学

位あるいは資格を目指すスタートラインについたこと

になります。

　皆さんは、すでに４年あるいは６年以上にわたる学

生生活を終えた後の入学であり、大学生活のあり方を

理解した上での、更なる向学心による進学であります。

　名古屋大学は、皆さんの高い志を大切にした教育・

研究の環境を提供します。本学は「大学院重点大学」

として、教育・研究の環境整備に努めてきましたが、

入学生数においても学部入学生数２，２３６名を上回る大

学院入学生を迎えております。

　名古屋大学の誇るべき自由闊達な風土は、比較的短

い歴史の中で、多くの非常に優れた研究成果を生み出

し、社会に貢献する人材を育ててきました。

　そのような輝かしい成果を上げてきたのは、知の創

造の源が優れた教育・研究者群の存在と自由な発想の

奨励の重要性にあると深く信じて邁進してきたことに

あると考えており、今後ともこれまでの伝統は大切に

していきます。

　全国の国立大学は、本年４月より国立大学法人とし

て、新たな時代に入りました。大学は、優れた人材の

育成と創造的な研究の遂行による貢献を社会から委託

されており、そのための場所、資金が提供されており

ます。

　したがって、私どもは、優れた教育・研究を行う義

務を社会に対して負っております。「国費で運営される

法人格を取得した大学」として自主自律して、教育・

研究を通じて社会貢献していきます。

　国立大学法人となっても、「研究と教育の創造的な活

動を通じて、世界屈指の知の創成と将来を担う勇気あ

る知識人を育成することによって社会に貢献する」と

いう基本理念は不変であります。

　本学は、優れた人材の育成、学問の発展、創造的な

科学技術の創成、安全で高度な医療などにおいて社会

に貢献できるわが国有数の基幹総合大学であり、皆さ

んが誇りを持てる大学であります。

　皆さんを迎えた名古屋大学は、次のようなミッショ

ンを達成するように努めます。

　１．人文・社会・自然の学問の壁を越えた研究のコミュ

ニティを創出し、世界屈指の知的成果を産み出す。

　２．基幹的総合大学にふさわしい学術と文化の薫り高

きキャンパスを実現し、豊かな人間性を持つ勇気

ある知識人の育成に努める。

　３．先端的および多面的な学術研究活動と、国内外で

■平成１６年度入学式
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指導的役割を果たしうる人材の養成を通じて、地

域および産業の発展に貢献する。

　４．国際的な学術連携および留学生教育の充実を図り、

世界的な教育・研究の拠点として国際交流に貢献

する。

　今や、私どもはグローバリゼーションのなかでその

存在を示さなければなりません。世界に通じる人間性

と基礎学力に加えて総合力を身に付けていただきたい。

　知の継承と次世代への文化の発展を支えるためには、

異分野間での強い連携と協力関係の強化が必要であり

ます。

　言うまでも無く、学術・文化は「人」が創造するも

のであり、「学」はまさに「Humanity」そのものであ

ります。「学」の発展のためには、文系・理系の力強

い連携が必須であり、総合大学としての名古屋大学は

その特長を生かして、「人」を基軸とした活動をします。

　「知の拠点」形成と継承・発展のためには、独創的

な発想をもつことができる若手の育成が不可欠であり

ます。これからの大学のあるべき姿の一つは、年令・

性別などにとらわれず、個性的な人材が尊ばれる、若

手が目立ってよい環境を整えることであろうと思って

います。

　それが実現されてこそ、国内にとどまらず海外に活

きた情報が発信でき、真の国際化が実現されるのだと

確信します。本学は、そのような環境作りに努めます。

　大学院に入学された皆さん、総合大学に学ぶ学生と

して、豊かな人間性を持つ国内外での指導的役割を担

うリーダーとしての素養を身につけてもらいたい。文

系、社会系を専攻する方はもう一度理系の基礎を学び、

理系を専攻する方は文系、社会系の基礎を身につけて

社会の仕組みを学んでいただきたい。

　皆さんは、学部生として学生生活を経験した上で、

志を持っての進学ですので、「何のために、何を求め

て名古屋大学大学院に入学したか」と尋ねる必要はな

いと思いたい。しかし、数日前まで大学院生を教えて

おりました私は、失礼な言い方かもしれませんが、「自

分のある姿を見つけていない」学生さんにたびたび接

しました。「自分が求めるものは何か、最善を尽くす

ことが出来るものは何か」を早く見出し、その「夢と

希望」に向かって果敢にチャレンジしていただきたい。

　大学院は学部の単なる延長ではありません。「自分の

頭で考え、答えを出し、行動する」習慣を身に付けま

しょう。と同時に、「世界で、日本で何が起こってい

るか」に鋭い目を向けてください。あなた方の生活の

基盤であり、将来の自分を置く社会なのです。

　大学院では特に、世界で誰もやっていない研究を進

めます。成果が出ず真剣に悩むこともあると思います。

その苦悩が厳しければ厳しいほど、課題を解決しある

いは新しいことを発見した時の喜びは大きいものです。

課題を見つけ、情熱をもって果敢にチャレンジしてく
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ださい。研究は、往々にして計画を立てたとしても予

測どおりには進まず、頂上が見えない山に登るような

ものです。登ったと思うと、また次のより高い山が現

れます。とはいえ、「知」を求める旅は厳しいが、ま

た楽しいものです。

　２０世紀は、欧米に追いつき、追い越すために大きな

努力が払われてきた時代であり、物質文明を飛躍的に

発展させてきました。しかし、一方では、人間とのイ

ンターフェイスが弱かったために、人類全体にかかわ

る幾多の問題が残されていることも事実であります。

今は、「人」を基軸においた、心の豊かさを大切にした

持続可能な社会を構築するために、叡智を結集し行動

する時期であります。国、大学、産業界は大きな転換

期にありますが、目的と動機を失わず、勤勉・誠実に

新しい時代を創り上げるために努力すれば、活力ある

社会に再生することは可能であると確信しております。

皆さんも、新しい社会の創生に向けて、我々とともに

真摯に取り組んで下さい。皆さんは、今後の日本いや

世界をリードすることが期待されている方々なのです。

　名古屋大学では、持続可能な社会を構築するための

全学の叡智を集めて、本年４月より全学組織として「エ

コトピア科学研究機構」を設置いたしました。これは、

「人間と社会と自然に関する研究と教育を通じて、

人々の幸福に貢献する」ことを使命とする本学の理念

を実現しようとしております。

　とりわけ、人間性と科学の調和的発展を目指し、人

文科学、社会科学、自然科学をともに視野にいれた高

度な研究と教育をする名古屋大学大学院に学ぶ皆さん、

自分の分野の専門的な学問のみに留まることなく、好

奇心をもって他の分野の基礎素養を身につけるように

努めてください。

　皆さん、キャンパス内では非常に多くの留学生に会

うでしょう。名古屋大学には、約７０ヶ国から１，２００人

を越える留学生が学んでおり、その数は全国の国立大

学でトップクラスであります。

　キャンパスはまさにすばらしい国際交流の場でもあ

ります。積極的に留学生と交流し、お互いの言語や文

化を学びあい、理解しあって下さい。グローバル化に

おいては、人間関係は何にも勝るものであります。国

際交流のためのツールでもあるコミュニケーションス

キルを在学中に身に付けて、国際的にも活躍する基盤

を築いてください。

　終わりにもう一度皆さんにお伝えします。今後、受

身の姿勢では学問をする情熱や喜びを感じることは出

来ません。自ら問題意識を持って積極的に取り組んで

こそ、真理を探究、知を創成する楽しみが生まれます。

将来を担う皆さんに期待しています。新しい時代を創

り出す「高い志」を持ち続けてください。

　皆さんの今後の活躍と明るい将来を心から祈念して

います。

　以上で、大学院入学生への辞とします。
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総長の辞（平成１６年度学部入学式）

平　野　眞　一

　新入生の皆さん、ご入学おめでとうございます。名古屋

大学は、本日ここに２，２３６名の学部入学生を迎えました。

名古屋大学を代表して、皆さんのご入学を心から祝福し、

歓迎いたします。

　皆さんは、溌剌とした気分で、高い志を持ちまた胸躍ら

せてこのときを迎えられたでしょう。ぜひ、この気持ちを大

切にしてください。大学も、皆様のこの気持ちを大切にした

教育・研究の環境を提供します。

　名古屋大学は、前身である名古屋帝国大学としての

１９３９年の開学以来６５年ほどの比較的短い歴史の中で、

多くの非常に優れた研究成果を生み出し、社会に貢献す

る人材を育ててきました。

　これは、名古屋大学の誇るべき自由闊達な風土の中か

ら生まれてきたものであります。そのような輝かしい成果を

上げてきたのは、知の創造の源が優れた教育・研究者群

の存在と自由な発想の奨励の重要性にあると深く信じて

邁進してきたことにあると考えております。

　皆様は、本年４月から発足した国立大学法人名古屋大

学への新入学生であります。名古屋大学は、「国費で運営

される法人格を持った大学」であります。国立大学法人と

なっても、「将来を担う人材の育成と優れた研究の創造を

行い、社会に貢献する」という基本理念は不変であります。

　名古屋大学は、優れた人材の輩出、２１世紀の学問の発

展、先導的な科学技術の創出、安全な高度医療などにお

いて社会に貢献できるわが国有数の基幹総合大学であり、

皆さんが誇りを持てる大学です。

　皆さんが社会で活躍するための専門教育については、

「研究重点大学」としての実績ある教育システムを準備し

ておりますが、同時に２１世紀をリードする人材の育成には

「教養教育」は欠かせません。

　本学では、全学の教員が担当する「教養教育院」を設

置し、教養教育を中核とする「全学教育」を行い、“研究と

教育の創造的な活動を通じて、世界屈指の知的効果の創

成と豊かな人間性を持つ勇気ある知識人”の育成に努め

ております。

■平成１６年度入学式
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　既成概念にとらわれず、科学的・歴史的な知的財産を

踏まえて、新たな分野、課題に果敢に挑戦すること、また自

らの社会的な責任と役割を自覚して社会的弱者への思い

やりを持ち、国内および国際社会における正義の実現に

向けて行動する人間性を持った知識人を育てようとして

おります。

　「学」はまさに「Humanity」そのものであります。「学」の

発展のためには、人文科学、社会科学、自然科学の強い

連携のもとに、本学では総合大学としての特長を生かし、

人間性と科学の調和的発展を視野にいれた高度な教育と

研究を行います。「知の拠点」形成と継承・発展のためには、

独創的な発想をもつことができる若手の育成が不可欠で

あります。これからは、年令・性別などにとらわれず、個性的

な人材が尊ばれる、若手が目立ってよい環境を整えること

であろうと思っています。それが実現されてこそ、国内にと

どまらず海外に活きた情報が発信でき、真の国際化が実

現されるのだと確信しております。

　皆さん、ここで、「生を受けて学ぶことが出来る今ある自

分の環境に感謝」するとともに、今一度胸に手をあてて自

問してみて下さい。「何を求めて、何をしたくて名古屋大学

に入ってきたか」と。「自分が最善をつくすものは何か」を早

く見出し、その夢を実現するよう努力していただきたい。

　「人生の実りは、日頃から貴方がどんな種子を蒔いた

か」が重要です。「人生の種子」とは「考え方」あるいは「心

構え」といってよいかも知れません。自分の人生という畑に

責任をもって、種子を蒔きましょう。

　当然ですが、大学への入学は目標ではありません。「夢

と希望」を叶える過程の一里塚です。どのような過程を経

て最終目標に到達するのか、その道筋を立てましょう。「夢

と希望」は人生を活力に満ちたものにします。決して平坦

ではないこの人生を、より良く生きていこうとするならば、

「夢と希望」をもち、目的の達成に向けて地道な努力を続

ければ、皆さんが進む道は大きく開けます。

　大学では、何かを漫然と待つのではなく、自分から求め

て積極的に行動してもらいたい。受身の姿勢では学問を

する情熱や喜びを感じることは出来ません。自ら問題意識

をもって積極的に勉学し、行動してこそ、知の探求、真理を

探究する楽しみが生まれます。

　講義では、これまでに人間が人文と社会と自然の諸現

象を観察し、理論化し体系づけてきた学問体系の形成過

程を教え、専門的な知識に裏付けられた批判的な思考力

と構成力を養うようにしていきます。分からぬことがどれだ

け多くあるかを知ることになるでしょう。これは皆さんの好

奇心を刺激し、学習意欲を掻き立てることになるでしょう。

　と同時に、現在、世界で、日本で何が起こっているかに、

鋭い目を向けてください。わが国の将来を担うのは皆さん

です。希望の持てる社会にしなければなりませんし、国際

的にも責任ある国にしなければなりません。

　名古屋大学には、約７０ヶ国から１，２００人以上の留学生

が学んでおり、その数は国立大学ではトップクラスでありま

す。キャンパス内では、接する留学生から、その国の言語
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はもとより、歴史、文化や宗教などを学べるチャンスが一杯

です。

　キャンパスは、まさに素晴らしい国際交流の場です。グ

ローバル社会においては、人間関係はどんなものより大切

であります。留学生には、名古屋大学に留学して満足して

もらえる環境を整えたいし、日本人学生には国際的に活躍

できる基礎を築いてもらいたい、と思います。

　在学中に、異なる国の方 と々議論できるコミュニケーショ

ンスキルを身に付けてください。

　皆さんは、今後、このような教育・研究環境のなかで学

んでいくことになりますが、新しい時代を創り出す「高い志」

をもち続けて積極的に学んでください。学生生活のもう一

つの重要な活動は、多くの教員と交流し、人生の機微を学

ぶとともに、互いに心から信頼しあえる真の友人をつくるこ

とです。

　また、大学は、ただ単に知識の吸収の場であるばかりで

なく、全人教育の場でもあります。全人教育にあっては、課

外活動である部活動が果たす役割は大きいものです。

　部活動では、強健な身体と不屈の精神力を養うことが

出来るとともにOB会を介して広い世代の人間との交わり

があり、今後の人生において大切な財産になります。名古

屋大学は、運動関係の部活動が活発な文武両道に通じる

人間教育を目指している大学のひとつであり、昨年は７大

学戦で総合優勝しており、今年も連覇を目指しております。

　「学習」する意欲を失わず、同時にクラブ活動などを通

じて実りある大学生活を送り、総合大学の学生として良い

人間関係を築き、心身を磨き、学問的にも人間的にも大きく

成長されることを期待しています。

　皆さんの今後の活躍と明るい将来を心から祈念してい

ます。

　以上をもって、入学生への辞といたします。
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来　賓　祝　辞
名古屋大学全学同窓会副会長（株式会社松坂屋取締役社長）　

岡　田　邦　彦

　名古屋大学ご入学、本当におめでとうございます。

心からお喜び申し上げます。２２３６人、お一人お一人の

周りにお喜びの方がいらっしゃると思います。今日は

大いに乾杯をしていただきたいと思います。

　みなさんは本日、名古屋大学にめでたく入学される

と同時に、私ども名古屋大学全学同窓会の準会員とし

て仲間となられました。全学同窓会は一昨年の１０月に、

今後、社会と大学との結びつきをより強くしていこう

という趣旨で発足しました。本日入学されたみなさん、

在学生、卒業生、留学生、研究生、教職員を含めて現

在、約１０万人の会員です。

　同窓会の値打ちは、「誰がいるかを知っている」、英

語でいうとノウフー（Know-Who）にあり、昔からの

日本語で言いますと「人脈」です。みなさんも今日か

ら１０万人規模の人脈に、繋がりました。学問の世界だ

けでなく、実業社会に出ればもちろんのこと、この人

脈というのは非常に大事なネットワークです。そうし

た意味で同窓会をお忘れなくお願いしたいと思います。

　今年は名古屋大学が国立大学法人になった元年で、

みなさんは第一期生です。今までの名古屋大学は文部

科学省の一地方部局でしたが、これからは平野眞一総

長をトップとする一つの法人です。法人化は、端的に

言うと、自主性を持ち、より高い価値を生み出すため

に、独自性のある個性豊かな大学を作っていくことが

できる権限を持ったということです。

　現在、世の中は大きく変わっています。私は「３つ

のGがある」と申し上げています。１つ目のGはグロー

バリズムです。１つの地球として政治、経済、文化が

交流する時代になっています。現に１２００人を超える留

学生の方がこのキャンパスで学ばれており、みなさん

はグローバリズムを、身近に感じることができると思

います。

　２つ目のGは、グリーンの問題です。私達が乗って

いる宇宙船地球号が、いつまで保つんだろうか、この

ままいくと、そのうちに燃え尽きてしまうのではない

かという危機感から起きている環境問題です。

　３つ目は、グレイングです。日本人の１９パーセント

が６５歳を超え、少子高齢化が加速しています。高齢化

は英語で言いますと、灰色のグレイに INGを付けて、

■平成１６年度入学式
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グレイングと言います。このグローバリズムとグリー

ニングとグレイングと、この３つのGが今、日本が解

決すべき課題として、私達の周りに押し寄せています。

　そういう非常に大きな歴史の変化する時代にみなさ

んは大学に入学されたということを忘れないでいただ

きたいと思います。

　私は１９５８年に経済学部を卒業しておりますが、先輩

としてみなさんに贈る言葉があります。ものをはかる

のにモノサシがあるように、自分の心をはかるのにコ

コロザシという尺度があってもいいではないかという

ことです。そのメジャーにどんな目盛を付けるかと考

えたときに、四角、丸、三角という３つの目盛を考え

ました。

　四角は知です。知識、知恵。学問をしっかりやると

いう知です。

　丸は情です。情熱とか人情とか、心の問題です。こ

の丸はできるだけ大きくして、人と人と心を割って話

し合える情の持ち主であってもらいたいと思います。

　３つ目の三角は意です。これは倫理感であります。

三角は正しい方向を示す羅針盤の先端に付いておりま

す。自分が正しい方向を向いているかということです。

　ですからココロザシの目盛は、四角、丸、三角、日

本語でいえば知、情、意。ギリシャ語で言えば、ロゴ

スとパトスとエトスです。学校という場は、そういっ

たものを磨く場であります。是非、新しい意味の勉強

にチャレンジしていただきたいと思います。

　同時に、知、情、意を磨いていく場合に基礎となる

のは、体です。健康には十分気を付けてください。い

ざという時に頑張りがきかないと、みなさんの持って

いる優秀な頭脳も、優しい心も、正しい姿勢も、ここ

ろざし半ばで終わるということもあるわけですから、

体力を作ることは非常に大事です。

　私はいつも学問に文系理系という壁は立てない方が

いいと考えています。私は経済学部の同窓会の会長を

やっておりますから、今までは経済学部の人とだけつ

きあっておりましたけれども、全学同窓会ができてか

らは、医師、弁護士、エンジニアなど、いろいろな方

と交流する場が増えました。これが本当の知のあり方

だと思います。

　大学で幅広い知識、人間関係、あるいは正しい姿勢

というものを学んでいただき、充実した４年間を過ご

されることを心から期待しています。そして、名古屋

大学というブランドが、我々共通の誇り、プライドで

あるというようにしていただきたいと思います。現在、

私ども卒業生は、名古屋大学という名前に非常に誇り

を持っています。みなさんも名古屋大学の質をより高

めていただいて、一生懸命やっていただくことを心か

ら期待しています。本日は誠におめでとうございまし

た。

　（祝辞は、大学院入学式と学部入学式のそれぞれに頂戴

しましたが、学部入学式に頂戴した祝辞を掲載させていた

だきました。）
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生物活性分子をつなぐ
有　本　博　一　

　抗生物質に対する耐性菌の出現は社会的に大きな問

題になっています。院内感染症の原因となるメシチリ

ン耐性黄色ブドウ球菌（MRSA）は、新聞でもお馴染

みになっています。耐性菌の出現確率を下げるために

は、臨床での薬剤の適正使用が重要といわれています。

　上述のMRSAという多剤耐性菌の特効薬は抗生物

質バンコマイシンです。切り札バンコマイシンにさえ

耐性を示す細菌（バンコマイシン耐性腸球菌；VRE）

が８０年代半ばに欧州で発見され脅威となってきていま

す。幸い、健常者はVREに感染しても発症しないそ

うですが、体力が落ちた患者が発症すると多剤耐性で

あるだけに治療困難です。また、２００２年にアメリカの

２つの州で確認されたように、より病原性の強い

MRSAが VREの持つ耐性の性質を獲得する傾向が広

がると問題は深刻です。

　私自身を含めてライフサイエンスを指向した有機化

学者は、必要な時に備えて新規薬剤を用意する基礎研

究にも取り組んでいます。本質的に新しい化学構造を

持った抗生物質は段々発見が難しくなっており、合成

化学の力と分子設計のアイデアで有用物質創成を目指

すわけです。

　私の場合、アイデアのヒントはバンコマイシン抗菌

性発現の分子機構にありました。この抗生物質は

MRSAなどグラム陽性菌の表面に特異的に結合し、立

体的に細胞壁生合成（トランスペプチデーション過程）

を阻害すると考えられています。菌の表面に存在して

本来はバンコマイシンが結合するはずの受容体がわず

かに変化してバンコマイシンを結合できなくしたのが

VRE等の耐性菌なのです。この「失われた相互作用」を

上手く回復させると抗菌性が再びあらわれると考えま

した。

　実際に合成した分子の化学構造を示します（図１）。

化学を専門とする読者以外は図２だけをごらんくださ

い。ポリマーの鎖の上にバンコマイシンの分子をいく

つもぶら下げるアイデアです。適切な「ひも」をデザ

インすると、菌（バクテリア）の表面と強い相互作用

が起こることがわかりました。それに伴って、耐性菌

VREに対する抗菌性がでてきました。

　ポリマーのうえに多数の生物活性分子を「ぶらさげ

▲図１ ▲図２
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ありもと　ひろかず

昭和４１年横浜市出身。平成７

年博士（理学）慶應義塾大学。

平成２年旭硝子株式会社中央

研究所、静岡大学理学部助手、

同助教授を経て、平成１３年よ

り名古屋大学大学院理学研究

科助教授。平成１５年より高等

研究院流動教官。現在、文部

科学省学術調査官（科学研究費補助金担当）、科学技

術振興機構さきがけ研究２１研究員を兼任。

る」研究（マルチバレント化）は、糖質科学の分野で

は１９７０年ごろから盛んに研究されてきました。しかし、

このような抗生物質での成功例は他にありません。私

達の研究結果は、直ぐに薬となる段階にありませんが、

今後の分子を設計する際に有用なヒントを与えている

と思います。

　VREの治療薬として脚光をあびている新薬リネゾ

リドやシナシッドは、バンコマイシンとは異なる作用

機構（タンパク質合成阻害）に基づいています。これ

らには重篤な副作用があらわれる場合もあり、新たな

薬剤の開発に向けた取り組みは製薬企業においても続

けられています。

　名古屋大学では、伝統的に生物活性天然有機化合物

の研究が盛んです。単独では弱い生物活性物質と生体

内受容体との相互作用を増強する手法としてマルチバ

レント化は糖質科学以外の分野においても広く使える

はずです。私は、将来的には天然物化学の知見をいか

しながら新規物質を創成していきたいと考えています。

このアイデアは幸い高等研究院プロジェクトの萌芽的

研究のカテゴリーに選ばれました（図４）。

　低分子化合物の有機合成をおもな仕事にしている身

にとっては、分子量域が少し大きくなるだけで、構造

解析、精製法など適用可能な手法が大きく変わるなど

苦労も多い毎日ですが有用な分子設計概念として定着

させることを夢見て、さらに研究を進めていきたいと

思います。

▲図３　バンコマイシン耐性腸球菌
　　　（提供：国立感染症研究所　荒川宜親先生）

▲図４
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東山キャンパス合同竣工記念式典を挙行
－　野依特任教授がノーベル化学賞の賞金を本学に寄贈　－

　「野依記念物質科学研究館」、「野依記念学術交流館」、

「理学館」、「高等総合研究館」、「IB電子情報館」（Ⅱ

期）の竣工を記念して、東山キャンパス合同竣工記念

式典及び祝賀会が３月１８日（木）、挙行されました。

　記念行事には、文部科学省から遠山文部科学省顧問

（前文部科学大臣）、大島文教施設部技術参事官、藤原

研究振興局学術機関課長、平井文教施設部名古屋工事

事務所長、また、野依良治理化学研究所理事長（本学

特任教授）、小池日本私立学校振興共済事業団常務理事

（前本学事務局長）ら学内外の関係者約２００名が出席し

ました。

　野依記念物質科学研究館玄関前での関係者による

テープカットに引き続き、施設見学が行われ、その後、

記念式典及び祝賀会が、野依記念学術交流館において

開催されました。

　式典では、松尾総長が施設に対する熱い思いと関係

各位に心からお礼を述べ、野依特任教授からも「浅学

一才、ひたすら仕事をした集大成に誇りと安堵を覚え

る。登ろうとせずエベレストに登頂した人はいない。今、

ベースキャンプができた」と喜びのあいさつがありま

した。

▲野依記念物質科学研究館玄関前でのテープカット

▲松尾総長、渡橋事務局長、北村雅人物質科学国際研究センター
教授の案内のもと、施設見学をする遠山文部科学省顧問
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　また、この席で、野依特任教授が、「名古屋大学は

私にとってかけがえのない存在。感謝の気持ちを込め

て次世代を担う若い後進が志を遂げるための助けに

使ってほしい」とのメッセージを添え、ノーベル化学

賞の賞金全額を贈呈する目録を松尾総長に手渡されま

した。

　続いて、世界を先導する研究拠点等の完成を祝い、

遠山文部科学省顧問、萩原文教施設部長（大島文教施

設部技術参事官代読）から祝辞が述べられました。ま

た、岡田施設部長による工事概要報告に続いて、松尾

総長からこのたび竣工した施設の建設に携わった企業

の代表者に感謝状が贈呈されました。

　式典終了後に行われた記念祝賀会では、平野工学研

究科長（現総長）のあいさつ、関係者による鏡開きの

後、大峯理学研究科長の発声で乾杯が行われ、参加者

は、本学に新たに建設された５施設の竣工を祝いまし

た。

▲ノーベル化学賞の賞金を贈呈する目録を松尾総長に
　手渡す野依特任教授

▲記念祝賀会での歓談の様子

▲式典であいさつする松尾総長 ▲式典で祝辞を述べる遠山文部科学省顧問▲式典であいさつする野依特任教授
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野依記念物質科学研究館

　野依記念物質科学研究館が、東山キャンパスに竣工

しました。

　この施設は、ノーベル化学賞を受賞した野依良治本

学特任教授（理化学研究所理事長）の研究業績を称え、

その研究を継承発展すること及び創造的研究成果を広

く世界に発信するために整備されたものです。また、

世界を先導する研究交流拠点として、世界に通用する

人材発掘・養成、国内外の優れた研究者との共同研究

を推進する研究室・実験室を設け、化学系研究実験棟

のモデルとなる施設を目指しています。

　同館は、鉄骨鉄筋コンクリート造、地上７階地下１

階、延床面積７，１１７㎡ を有し、外壁には、メンテナン

スデッキを設置し、各階実験室からの実験排気管等を

安全にメンテナンスでき、増設も容易にできるように

なっています。また、外壁材は、設置する面により、

日除け、ガラススクリーン、安全性などの機能的な特

長を持ったものが採用されています。

　２階のケミストリーラウンジは、次世代研究者のた

めの「インスパイアスペース」、「野依博士の足跡紹介」、

「ケミストリーヒストリー」及び「企画展」を展示・

開催し、それを一般公開することにより、野依良治本

学特任教授（理化学研究所理事長）のノーベル賞受賞

記念施設として地域に貢献していきます。

　また、３階から６階までの実験室フロアーの建物構
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造は、チューブ構造（外郭構造）とフラットスラブ構

造（無梁版構造）の組合せにより内部の壁を少なくし、

さらに平面レイアウトの変更にフレキシブルに対応出

来る構造となっています。

多くのドラフトチャンバーを使用するため、給気につ

いては、空調の風量バランスを考慮したシステムと

なっています。

▲共同研究セミナー室 ▲実験施設内部

▲外観（北東側）

　名古屋大学では、近年、多くの施設が新たに竣工し、キャンパスも様変わりしつつあります。キャンパスクローズ
アップでは、毎回、キャンパス内の施設を紹介していきますので、どうぞご覧下さい。



２６

　博物館野外観察園セミナーハウスの看板上掲式が、
平成１５年度の最終日となる３月３１日（水）、雨上がり
のさわやかな陽射しの中、行われました。
　上掲式には、松尾総長、佐々木副総長、足立博物館
長、成瀬研究協力調整官を始め、約３０名の学内関係者
の参加があり、最初に、松尾総長から、セミナーハウ
ス建設の経緯をたどりながら、予想以上に立派な建物
が完成したことの喜びと、これから野外観察園とセミ
ナーハウスが教育・研究の場に幅広く利用されていく
ことへの期待が述べられました。続いて、松尾総長と

▲上掲式前に、歓談する松尾総長、佐々木副総長、
足立博物館長

▲祝辞を述べる松尾総長

足立博物館長により、シナノキの板で作られたセミ
ナーハウスの看板が上掲され、盛大な拍手でセミナー
ハウスの完成を祝いました。上掲式後、足立博物館長
の案内で、松尾総長、佐々木副総長がセミナーハウス
を見学しました。
　この野外観察園は、東山キャンパスの南西に位置す
る約４，０００㎡の緑地で、昭和３８年頃に旧教養部の教育・
研究のために造られ、近年は情報文化学部・人間情報
学研究科の実験圃場として使われていました。平成１５
年度からは、学芸員資格取得のための博物館実習だけ
でなく、小学生から高校生を対象にした次世代教育や
一般向けの生涯学習教育等に広く活用するため、植物

▲看板上掲式の様子

研究者を擁する博物館がその管理運営にあたることに
なりました。また、セミナーハウスは、プレハブ２階
建て、床面積約１６０㎡ で、１階には観察園を管理する
技官室のほか、実験セミナー室、トイレ、シャワー室
が、２階には標本室と観察園の自然や植物の紹介を行
う展示室が設けられています。
　このセミナーハウスの完成によって、野外観察園で
実物を見学すると同時に、顕微鏡観察や実験を通して、
植物の理解や自然のおもしろさを効果的に学ぶ場が学
内に生まれたことになります。これがキャンパス
ミュージアム実現の第一歩となり、学内の憩いの場と
して、また、地域貢献事業の実施等に有効利用されて
いくことが期待されます。

博物館野外観察園セミナーハウスの
看板上掲式が行われる



２７

大学院文学研究科が公開シンポジウムを開催
－　今、開かれる文庫の魅力　－

　大学院文学研究科は、３月１３日（土）、一般社会人・

市民を対象とした公開シンポジウム「今、開かれる文

庫の魅力」を文学研究科２３７講義室において開催しまし

た。

　同研究科主催の公開シンポジウムは、平成１２年度か

ら毎年開催されているもので、今回が４回目となりま

す。

　今回のシンポジウムは２部構成で行われ、第Ⅰ部は

「東海地域の文庫の魅力」をテーマに、阿部泰郎同研

究科教授による「大須観音宝生院真福寺文庫」、桐原

千文名古屋市蓬左文庫主査による「蓬左文庫」、塩村　

耕同研究科助教授による「岩瀬文庫」及び黒川典雄神

宮文庫主査による「神宮文庫」と題する基調報告が、

一人約３０分の持ち時間で行われました。続いて、稲葉

伸道同研究科教授の司会進行のもと、全体討論が行わ

れ、前述の４名の報告者に、各文庫の現状及び将来の

展望等を話してもらいました。また、討論の中で、将

来的には、文庫サミットの開催についての構想も出さ

れました。

　続いて、第Ⅱ部では、五味文彦東京大学大学院人文

社会系研究科教授が、「王権と文庫」と題して基調講

演を行いました。参加者は、テーマについて一般市民

にもわかりやすく説明する五味教授の講演を熱心に聞

いていました。

　最後に、神尾文学研究科長の閉会のあいさつがあり、

約５時間半におよぶ長いシンポジウムは、終了しまし

た。参加した約２７０名の市民らは、途中で席を立つ者

もなく、文庫の魅力を十分に堪能していました。

　なお、このシンポジウムでは、参加者にアンケート

用紙を配布し、意見、感想等を記入してもらい、次回

の公開シンポジウムを企画する際の参考にすることに

しています。また、このシンポジウムは、報告書とし

てまとめ公表する予定です。

▲全体討論の様子

▲基調講演をする五味東京大学教授



２８

農学国際教育協力研究センターが
２００３年度第５回オープンセミナーを開催

　農学国際教育協力研究センターは、３月２４日（水）、

２００３年度第５回オープンセミナーを「e－ラーニングの

開発」をテーマに開催しました。

　初めに、昨年１１月から本年３月末まで同センターに

客員教授として滞在していたリタ・ラウデ　フィリピン

大学ロスバニオス校教授が、アジア農科系大学連合

（AAACU）加盟校間の遠隔教育用のカリキュラム開発

を大学院生命農学研究科及び同センターと共同で研究

した成果について、「Development of the Agriculture 

Curriculum for the Asian University Consortium」と

題して話しました。アジア４９か国が加盟している

AAACUと同研究科は、各大学の特徴を生かした講義

内容を e－ラーニングシステムを使って相互に交換す

ることを計画しており、リタ教授は、加盟大学のカリ

キュラムの特徴と必要な教育分野を研究し、修士課程

にふさわしい新たに開発が期待されるカリキュラム分

野について提案をしました。

　続いて、前多敬一郎同研究科助教授が、「AAACU

における遠隔教育システム」と題して、同研究科にお

いて現在１０のWebCT（遠隔教育のツール）を用いた

コース（大学院特論相当）を立ち上げつつある現状を

報告しました。前多助教授は、２００４年半ばには、加盟

大学との間で e－ラーニングの実験を開始する予定で

あり、e－ラーニングは海外だけでなく、同研究科の教

育システムを大きく変えるであろうと述べました。

　約３０名の参加者は、これまであまり身近でなかった

e－ラーニングに興味を持ったようでした。

▲報告するリタ教授

総長等表敬訪問一覧

　海外等から総長等を表敬訪問された方々は、次のとおりです。（平成１６年１月～３月）

来学の目的代表者国学校等月　日

学術交流協定締結の調

印のため（大学院多元

数理科学研究科）

Hyo Chul Myung 教授

部長他１名
韓国韓国高等科学院２．２７



２９

　平成１６年３月３１日付けで退職される勤続３０年以上の

職員の文部科学省永年勤続者表彰伝達式及び名古屋大

学永年勤続者表彰式が、３月２９日（月）、豊田講堂第

一会議室において行われ、松尾総長から被表彰者一人

一人に表彰状と記念品が手渡されました。

　続いて、名古屋大学退職職員懇談会が、シンポジオ

ンホール２階ユニバーサルクラブにおいて開催され、

上記被表彰者のほか、３月３１日付けで定年により退職

▲表彰式であいさつする松尾総長

▲記念撮影

される職員をはじめ関係者が出席しました。

　懇談会では、松尾総長から、「永年にわたり、名古

屋大学をはじめ、文部科学省、全国の大学等において、

教育研究の発展に多大の御尽力をされたことに対する

御礼と、職務を全うされ健康な状態で退任されること

に対しお祝いを申し上げます。私自身も３月末に任期

満了退職し、４月から本学は法人化を迎えますが、皆

様方には今後も健康に留意され、これまでの経験を活

かして、社会のために御貢献くださるようお願いしま

す。」とあいさつがあった後、退職者を代表して宮木 ▲退職職員懇談会で謝辞を述べる退職職員代表

農学部・生命農学研究科事務長から謝辞が述べられま

した。

　出席者は、退職者との今日までの思い出などを語り

尽くせないまま、別れを惜しみつつ、懇談会は終了し

ました。

永年勤続者表彰式及び
退職者懇談会が開催される



３０

本学関係の新聞記事掲載一覧（１６年３月分）

INFORMATION

新聞等名月　日記　　　　　事

中日（朝刊）３．１（月）
エコトピア科学研究機構　学部を
超えて８施設統合し新組織

１

日刊工業３．１（月）

「nano tech２００４国際ナノテクノロ
ジー総合展・技術会議」　理研理
事長・野依良治・本学特任教授ら
が講演

２

中日（朝刊）３．１（月）
ひと・仕事：安成哲三・地球水循
環研究センター教授　「地球学」を
世界に先駆け構築したい

３

日経（夕刊）
他５社

３．１（月）
３．２（火）
３．３（水）
３．４（木）

訃報：飯島宗一・８代目総長　１
日死去

４

中日（朝刊）３．２（火）

エコトピア科学研究機構　機構長
就任決定・松井恒雄・工学研究科
教授に聞く　「文理融合　実践の
場に」

５

中日（朝刊）３．２（火）

名大サロンの主役：二村久則・国
際開発研究科教授　「アンデス地
域の麻薬と政治」と題し講演　解
決困難な麻薬問題

６

中日（朝刊）３．２（火）
環境学シンポジウム「持続性学の
確立をめざした挑戦」　基調講演、
パネル討論など

７

中日（朝刊）３．２（火）
名古屋大COE報告会　COEプロ
グラムの目標や成果、活動計画な
どについて報告

８

中日（夕刊）３．２（火）
文化：元文学部助教授・網野善彦
さんを悼む

９

中日（朝刊）３．３（水）
４月から法人化　生まれ変わる国
立大　新戦力の職員募集　本学が
東海・北陸地区の採用試験窓口

１０

中日（朝刊）３．３（水）
大学院文学研究科公開シンポジウ
ム「今、開かれる文庫の魅力

１１

毎日（朝刊）
他２社

３．４（木）
医学部教授会は附属病院の次期病
院長に井口昭久教授を選出

１２

読売
３．５（金）
３．２７（土）

「君たちへのメッセージ　ノーベ
ル賞受賞者との対話」　野依良治・ 
本学特任教授「人と違うことをし
よう」

１３

毎日（朝刊）３．５（金）
都市創造フォーラム「語らい座」
第２２回例会　文化の集大成「オア
シス２１」奥野信宏・副総長

１４

朝日（朝刊）３．５（金）
「BLS 中部」が「若手研究者の
ためのフォーラム」開催　理工系
学生に起業家精神を指南

１５

新聞等名月　日記　　　　　事

中日（朝刊）３．６（土）
名古屋大フォルクローレ同好会
OB・OG演奏会～音楽の喜び

１６

日経（夕刊）３．６（土）
あすへの話題：池内了・理学研究
科教授　チューリップ熱

１７

中日（夕刊）
他２社

３．６（土）
３．１７（水）

名大男声合唱団創立５０周年記念演
奏会

１８

中日（朝刊）３．７（日）
０４年国際シンポジウム　奥野信宏 
・副総長　自立に役立つ援助を

１９

中日（朝刊）３．８（月）
大学院生が制作したフィンランド
の名建築の模型　同国の美術館に
収蔵、展示

２０

読売３．８（月）
明日の人に：中西久枝・国際開発
研究科次期科長　世界の大舞台か
ら見る

２１

中日（夕刊）３．８（月）
理研理事長・野依良治・本学特任
教授　理化学研究活性化へ「イニ
シアティブ」を打ち出す

２２

読売
他２社

３．８（月）
３．９（火）

本学など前期日程合格発表２３

中日（朝刊）３．９（火）

学生之新聞：退官４教授がメッセ 
ージ　梶田正巳・教育発達科学研
究科教授　「自分の問い考え続け
て」

２４

中日（朝刊）３．９（火）

スイスの大学生が本学を訪れ理学
部学生と交流　制度や教育カリ
キュラムの違いなどについて意見
交換

２５

中日（朝刊）３．９（火）
学生街ダンス：３年・藤井亜矢子　
第３年次編入　内容濃い学生生活

２６

中日（朝刊）３．９（火）

さーくるナビ：本学学生などが所
属する　基礎スキーサークル
「HOT DOG」　技術の向上へ
日々努力

２７

中日（朝刊）３．９（火）
College mode：３年・丹羽亜衣　
「少女ロマンス～高橋真琴の世界
～」

２８

中日（朝刊）３．１０（水）
中部経済問題研究会　国際開発研
究科・多目的オーディトリアムで
開催

２９

中日（朝刊）
３．１０（水）
３．１６（火）

障害者・高齢者にかかわる福祉関
係者のための防災対策シンポジウ
ム　環境総合館で開催

３０

日経（夕刊）
他２社

３．１０（水）
３．１２（金）
３．２０（土）

科学技術交流財団　会長に豊田章
一郎氏　理事長に松尾稔総長就任

３１



３１

新聞等名月　日記　　　　　事

朝日（夕刊）
中日（朝刊）

３．１０（水）
３．１６（火）

名古屋大学COE第１１回オープン・ 
レクチャー　高橋亨・文学研究科
教授が講演

３２

朝日（朝刊）３．１１（木）
老年学：井口昭久・医学系研究科
教授　長男の憂うつ人ならでは

３３

朝日（朝刊）３．１１（木）
名古屋中国語教室２０周年記念イベ
ント　平井勝利・国際言語文化研
究科教授による講演など

３４

中日（夕刊）３．１１（木）
愛知県西尾市・岩瀬文庫で教えら
れたこと　塩村耕・文学研究科助
教授

３５

朝日（夕刊）
３．１１（木）
３．２６（金）

朝日カルチャーセンター　「ヨー
ロッパ絵画の謎解き」講師：木俣
元一・文学研究科教授

３６

日経（夕刊）３．１１（木）
あすへの話題：池内了・理学研究
科教授　ジャンクメール

３７

日経（朝刊）３．１２（金）
働く世代の快眠１０カ条　「１０カ条
作成委員会」（代表：太田龍朗名
誉教授）が公表

３８

中日（夕刊）３．１２（金）
コーナーキック：森田美弥子・教
育発達研究科教授　別れるとき

３９

朝日（夕刊）３．１２（金）
自主映画団体合同で上映会　本学
と名城大の映研が呼び掛け１８団体 
・個人が参加

４０

中日（朝刊）
他４社

３．１３（土）
椙山女学園大は次期学長に元本学
工学研究科教授・泉有亮・椙山女
学園大生活科学部教授を選出

４１

中日（夕刊）３．１３（土）

「国立長寿医療センター」常陸宮
ご夫妻迎え開設記念式典　大島伸
一総長・元本学附属病院長が開会
を宣言

４２

中日（夕刊）３．１３（土）
コンパス：大学出版会の活性化　
本学や慶応大学などが注目すべき
出版活動を展開している

４３

朝日（朝刊）３．１４（日）
ひと：国立長寿医療センター初代
総長に就任した　大島伸一・元本
学附属病院長

４４

中日（朝刊）３．１４（日）
ぺーぱーナイフ：不思議な話　元
本学総長・飯島宗一さんが亡く
なった日

４５

読売３．１４（日）
「報道被害者支援ネットワーク・
東海」（代表：平川宗信・法学研
究科教授）の設立総会

４６

中日（朝刊）３．１６（火）
名大サロンの主役：松井芳郎・法
学研究科教授　「国際法の使い方、
作り方、教えます」と題して講演

４７

日刊工業３．１６（火）
今後の開発体制はどうあるべきか　
組み込みソフト第一人者の高田広
章・工学研究科教授に聞く

４８

中日（朝刊）３．１６（火）
研究室発：村田静昭・環境学研究科
教授　研究室の学生には同じテー
マを重複させないのがモットー

４９

読売３．１６（火）
東海３県の大学医学部教授ら１１人
退官　本学では村松喬教授、中島
泉教授、水谷栄彦教授

５０

新聞等名月　日記　　　　　事

中日（朝刊）３．１６（火）
名古屋大高等研究院セミナー　森
永正彦・工学研究科教授、丹羽公
雄・理学研究科教授が講演

５１

中日（夕刊）３．１６（火）

大揺れの前に緊急地震速報　実用
目指して試験運用　本学地震火
山・防災研究センターでも多数の
受け手に送るシステムを研究する

５２

中日（朝刊）
他３社

３．１７（水）
法人化後の役員会の理事と経営協
議会の委員を発表

５３

中日（朝刊）３．１７（水）
博物館協議会は博物館長に足立守
教授を再任

５４

毎日（朝刊）
中日（朝刊）

３．１７（水）
３．２３（火）

科学技術週間記念講演会　福和伸
夫・環境学研究科教授が「明日く
るかもしれない東海・東南海地震
に備えて」を副題に講演

５５

中日（朝刊）３．１７（水）
講座・源氏物語と能　講師は高橋
亨・文学研究科教授

５６

中日（朝刊）３．１８（木）
この人：附属病院長に就任する井
口昭久・医学系研究科教授

５７

電気新聞３．１８（木）
中部電力基礎技術研究所　２８研究
に助成金贈呈　選考委員長は水谷
照吉・工学研究科教授

５８

中日（夕刊）
他６社

３．１８（木）
３．１９（金）

野依良治・特任教授　ノーベル賞
の賞金を全額、本学に寄贈

５９

中日（朝刊）３．１９（金）
国立大学法人監事予定者　本学は
中部テレコミュニケーション相談
役木村洋一、公認会計士湯本秀之

６０

日刊工業３．１９（金）
藤巻朗・工学研究科助教授ら超電
導マイクロプロセッサーを開発、
動作実証に世界で初めて成功

６１

朝日（朝刊）３．１９（金）
教育学部は４月から始まる前期授
業の７講座を一般市民に公開

６２

中日（朝刊）
他３社

３．２０（土）

大学評価・学位授与機構は全国立
大学の国際連携活動の評価した結
果を公表　本学は２項目で最高点
を得た

６３

中日（朝刊）
他２社

３．２２（月）
銀河系の中心部を高い解像度で撮
影することに成功　佐藤修二・理
学研究科教授らの研究グループ

６４

中日（朝刊）３．２２（月）
時のおもり：池内了・理学研究科
教授　技術的合理性とは何か　環
境との共生を中心に

６５

中日（朝刊）３．２２（月）
浪川幸彦・多元数理科学研究科長
の数楽、数が苦：考えること　素
晴らしさを知る「源」

６６

中日（朝刊）３．２２（月）
本学で研修中のイラク人研修医２
人　広島で原爆医療見学

６７

中日（朝刊）
他２社

３．２３（火）
３．２４（水）

附属図書館の春季特別展「和歌の
書物－新古今和歌集とその周辺」

６８

読売３．２３（火）
２００６年度の入学者選抜について
変更点を発表

６９

中日（朝刊）３．２３（火）
医学部は第１回２１世紀COE国際
シンポジウムを開催

７０



３２

新聞等名月　日記　　　　　事

中日（朝刊）３．２３（火）
学生之新聞：京都大の下宿用品リ
サイクル市　本学でもリユース市
開催

７１

中日（夕刊）３．２３（火）

科学：作ろう！日本発の英文誌　
野依良治・特任教授「扱いが公平
でないと感じた経験は研究者なら
だれでも持ってるはず」

７２

中日（夕刊）３．２３（火）

永井財団賞　学術賞：板谷義紀・
工学研究科助教授など　国際交流
助成金：坂本渉・理工科学総合研
究センター助教授など

７３

中日（朝刊）３．２４（水）
愛知万博あと１年　“知の論客”万
博大学へ　講師の１人、野依良治 
・特任教授「多彩な文化知ろう」

７４

中日（朝刊）３．２４（水）

愛知万博あと１年　世界が愛知に
集う　アフリカ小国 PR　江南市、
本学に研究のため滞在している同
国の地質学者ディエリィ・ディア
ノウさんを茶会に招待

７５

朝日（朝刊）３．２４（水）
ずばり聞きます：西條八束名誉教授　
新空港埋め立て、独自の環境調査
の結果　海底の泥に汚染の証拠

７６

朝日（朝刊）３．２４（水）

地球を救う植物力：松岡信・生物
機能開発利用研究センター教授ら
のグループ　強い遺伝子特定し、
イネ交配

７７

中日（朝刊）３．２４（水）
市民講座「なごや環境大学」の初
代学長に松尾稔・本学総長が就任

７８

中日（朝刊）３．２５（木）
松尾稔総長、中日本社へ退任あい
さつ

７９

朝日（朝刊）３．２５（木）
地上デジタル活用　ITS 調査研
（座長・森川高行・環境学研究科
教授）が提言

８０

中日（朝刊）３．２５（木）
愛教大が新設の経営協議会委員発
表　学外委員は榊達雄・本学名誉
教授など

８１

読売３．２５（木）
おあしす：故・有住徹弥名誉教授
が開発したトランジスターラジオ　
博物館に寄贈

８２

中日（夕刊）
毎日（夕刊）

３．２５（木）
豊田講堂で卒業式　大学も社会へ
旅立つ

８３

日経（朝刊）
他２社

３．２６（金）
３．２８（日）

松尾稔総長　退任記者会見８４

毎日（朝刊）
他５社

３．２６（金）
UFJ総研と研究成果の社会活用や
共同研究を進める包括的連携協定
を締結

８５

３．２６（金）
愛知県内調査　本学附属病院など
の国立病院の「防災」不十分

８６

新聞等名月　日記　　　　　事

朝日（夕刊）３．２６（金）
文部科学省人事　名古屋大総長　
平野眞一教授

８７

朝日（夕刊）
他２社

３．２６（金）
３．２８（日）

「大学評価」を評価する「大学評
価学会」　池内了・理学研究科教
授らが設立

８８

中日（夕刊）３．２６（金）
附属病院の移植外科が生体肝移植
HPを開設　体験談、条件など

８９

中日（朝刊）
３．２７（土）
３．２９（月）

「明日の世界」名古屋で国際シン
ポ　セン教授による基調講演や奥
野信宏・本学副総長らによる討論
など

９０

日経（朝刊）３．２８（日）
富田武名誉教授が保管していた
「梅鉢」を東大に寄贈

９１

朝日（夕刊）３．２９（月）
故・飯島宗一・元総長　原爆症研
究から平和訴え

９２

朝日（朝刊）３．３０（火）

学生 ITベンチャー　本学人間情報
学研究科博士後期課程３年・服部
百合絵さんら３人など３グループ
に優秀賞

９３

中日（朝刊）３．３０（火）
「総長顕彰」の授賞式を豊田講堂
で実施　５件の個人・団体を表彰

９４

中日（朝刊）３．３０（火）
本学のヨット部、OBが一念発起
し復興

９５

中日（朝刊）３．３０（火）
学生街ダンス：３年・丹羽亜衣　
名古屋市青年選挙ボランティア　
楽しく自分も啓発

９６

中日（朝刊）３．３０（火）

教育基本法のシンポ　榊達雄名誉
教授らが運営する　「憲法と教育
基本法の理念を実現する愛知の
会」主催

９７

毎日（朝刊）３．３０（火）
熊野古道「みちを考える」シンポ
ジウム　奥野信宏・本学副総長ら
３人が話し合う

９８

中日（朝刊）
朝日（朝刊）

３．３０（火）
学校法人金城学院は理事会を開き、
次期理事長に同学院長の戸田安士 
・元本学教授を理事長に選出

９９

中日（朝刊）３．３０（火）
博物館展覧会「名古屋大学の研究
教育を支えた匠の技」

１００

読売３．３１（水）

ワサビの辛味成分が神経細胞の成
長を促すことを、内田浩二・生命
農学研究科助教授らの研究グルー
プが突き止めた

１０１

読売
中日（朝刊）３．３１（水）

世界で初めて人の癌病巣を死滅さ
せる新治療法の臨床試験に成功　
医学研究科の中尾昭公・西山幸広
の両教授の研究グループ

１０２



３３

　本誌に関するご意見・ご要望・記事の掲載などは総務広報課にお寄せください。

総務企画部　総務広報課　広報掛

　電話：０５２（７８９）２０１６

　FAX：０５２（７８９）２０１９

　E-mail：kouho@post.jimu.nagoya-u.ac.jp



　２００１年１２月、本学理学研究科の野依良治教授（現・独立行政法人理化学研究所理事長）が、米国のウィリアム．S．

ノウルズ氏、K．バリー．シャープレス氏とともに、ノーベル化学賞を受賞したことは記憶に新しいことだと思いま

す。野依氏の受賞がノーベル賞創設１００周年という記念すべき年の受賞でもあったことは、本学のみならず日本に

とっても非常に喜ばしいことであったといえるでしょう。

　本学博物館の前庭には、野依氏のノーベル賞受賞を記念した記念樹と記念碑があります。その記念樹はアスナロ

（翌檜）で、「学生がいつか野依教授のようになろうと夢を持ってほしい」との願いが込められています。また、ス

ウェーデン産の御影石で作られた記念碑には、受賞の理由となった不斉触媒「BINAP」のモデル図とともに、野依

氏直筆の「研究は瑞々しく、単純明快に」という文字が刻まれています。その記念植樹と記念碑除幕式は、２００１年

１２月２８日に行われました。

　なお、現在、本学東山キャンパスには、野依氏のノーベル賞受賞にちなんだ二つの記念施設も建設されています。

一つは「野依記念物質科学研究館」（本号掲載記事参照）、もう一つは「野依記念学術交流館」と命名されています。

�野依教授ノーベル化学賞受賞
　記念樹・記念碑と記念施設

　名古屋大学の歴史に関する記念碑・記念物等に関する情報をお持ちでしたら、

大学文書資料室（０５２－７８９－２０４６、nua_office@cc.nagoya-u.ac.jp）へご連絡下さい。

▲東山キャンパス

▲ノーベル化学賞賞状 ▲記念碑

▲東山キャンパス


